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研究成果の概要（和文）：本研究では分子状窒素をアンモニアへと還元する酵素ニトロゲナーゼを高等植物に導
入し、窒素固定可能な作物植物を創り出す基盤を作ることを目指した。ニトロゲナーゼの還元コンポーネントで
あるNifHの発現を指標に植物体内における最適なニトロゲナーゼの発現部位の探索を行った。昨年までの研究に
より、植物細胞における葉緑体、ミトコンドリア、細胞質において局在的にNifHを発現させることに成功し、花
茎において最もNifHの発現量が高くなることが明らかとなった。本年度は植物細胞内で発現したNifHについて、
その活性を検出するためその精製手法の確立と、in vitroでの活性測定方法の構築を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we aimed to introduce nitrogenase, an enzyme that reduces 
molecular nitrogen to ammonia, into higher plants to create a basis for creating crop plants that 
can fix nitrogen. We searched for the optimal expression site of nitrogenase in plants using the 
expression of NifH, which is the reducing component of nitrogenase, as an index. Studies up to last 
year revealed that NifH was successfully expressed locally in chloroplasts, mitochondria, and 
cytoplasm in plant cells, and that the expression level of NifH was highest in flower stems. In this
 year, we established a purification method to detect the activity of NifH expressed in plant cells 
and constructed an in vitro nitrogenase activity assay method.

研究分野： 生化学、分子生物学

キーワード： ニトロゲナーゼ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では分子状窒素をアンモニアへと還元する酵素ニトロゲナーゼを高等植物に導入し、窒素固定可能な作物
植物を創り出す基盤を作ることを目指した。ニトロゲナーゼの還元コンポーネントであるNifHの発言を指標に植
物体内における最適なニトロゲナーゼの発現部位の探索を行った。本研究では植物体内で発現したNifHの活性の
確認はできなかったが、時間的、空間的に分離したサンプリングによって、植物組織内でNIfHの安定性について
新たな知見をもたらし、今後の植物体におけるニトロゲナーゼ発現に関する研究の礎となる実績となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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